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行事を通して多くの経験を積んで成長した秋   
校長 吉岡 大司 

秋も深まり、紅葉が美しい季節となりました。生徒たちは、日々の学びに加え、文化祭や宿泊学習な

どの行事を通じて多くの経験を積んでいます。また、新たな挑戦と目標を設定する時期でもあります。

これからも、生徒自身が、可能性を信じ、前向きに取り組んでほしいと願います。  

そして、すぐそこには、冬が待ち受けています。寒さに慣れていないこともあり、健康管理には、特

に注意が必要です。これから空気が乾いてくると、インフルエンザなどの感染症も流行ってきますので、

学校では、手洗いやうがいを推奨し、感染症予防等に努めてまいります。 

１０月２６日（土）には、文化祭を開催し、「一唱懸命 響かせろ 桜堤魂」のスローガンのもと、美

しい歌声や迫力満点の各クラスの合唱をはじめ、映像研究部との映像と演奏の音色がコラボし、素晴ら

しいパフォーマンスとなった吹奏楽、独自の振り付けを加えたパフォーマンスがとてもかっこよく、皆

さんに、感動を与えてくれた和太鼓の音色、かわいらしい楽曲に、視覚的な美しさとコミュニケーショ

ンのツールとしての手話の実演、オールイングリッシュで発表した海外派遣報告、介護の実体験の作文

朗読や平家ラップなどにもその願いが込められていました。 

さて、合唱とは、クラスのみんなが協力し、心を一つにして積み上げてつくるものです。 

「人を感動させる力」というのは、「努力している姿」や「積み上げの力」だとも言います。 

でも、本番は一度きりです。やり直しはありません。本番では、緊張する上に、舞台の上から見える

景色もまったく違い、大勢のお客さんもいます。その中で、プレッシャーを感じず楽しんでほしいと生

徒たちには話しました。そして、「感動する心」またその「思いを共有する仲間」とともに、合唱練習で

学んだチームワークや、本番で力を発揮できる精一杯の姿を見せてくださいとも伝えました。今回、文

化祭が大成功で無事終えることができたのは、各学級や舞台で発表した部活動などが一丸となって企画・

準備を進め、努力を積み上げたからです。 

文化祭は、単なるお祭りではなく、皆さんが協力し合い、目標に向かって努力する姿勢を学ぶ貴重な

機会です。この経験を通して得たことを、学校生活や将来に活かしてほしいと願います。 

また、「スポーツの秋」にふさわしく、国立競技場で行われた連合陸上大会では、２年連続で総合３位

となり、ここから桜堤中学校の伝統がスタートしました。 

その中でも、各部活動も区内で優勝や入賞するなど大活躍の秋でした。 

そして、１０月３０日（水）３１日（木）には、中学２年生の最大イベント｢移動教室｣として宮城県

の石巻・松島方面を訪れてきました。この校外学習では、「防災教育」や「命」の大切さを学び、見学・

体験を通して教科書では得られない知識を広め、実物に接する経験から将来の生活に役立てられること

でしょう。 

生徒たちのこの２日間は、ルールやマナーを守ること、礼儀正しいさわやかな集団でいるよう心掛け、

語り部の人たちとの出会い「一期一会」の気持ちで臨み、クラスや学年の友達、先生と寝食を共にして

の親しみや絆、信頼感を深める機会となったようです。しかし、宮城の復興の象徴「ど根性ひまわり」

は、季節外れで見つけられなかったようです。 

最後に、保護者の皆様や地域の方々のサポート、そして、先生方や企画や準備をし、盛り上げてくれ

た文化祭実行委員や宿泊行事委員会、係生徒の皆さんが、各行事の成功に向け、努力を惜しまず、多大

なご協力をいただいたおかげです。ありがとうございました。 

これからも一人一人が成長し、充実した学校生活を送れるよう、教職員一同全力で、サポートしてま

いります。 

 

【教育目標】確かな知性 豊かな感性 健全な心身 



 

 

合唱の部は、全校生徒で歌った大迫力の校歌合唱に始まり、 

各学年合唱とクラス合唱が発表されました。 

 どの学年・クラスも練習の成果を十分に発揮できました。 

特に３学年の合唱は、難しい編成の曲を感情豊かに歌い上げ、 

会場に大きな感動を呼びました。 

 また、舞台発表の部では、オールイングリッシュでの海外 

派遣報告、堂々とした弁論や平家ラップの発表、会場の雰囲気 

を圧倒させた和太鼓部の勢いのある演技、手話部の細やかな演技、 

最後は演奏だけでなく演出もよく仕込まれた映像研究部と吹奏楽 

部の発表で、発表者だけでなく会場全体が一丸となって素晴らし 

い文化祭をつくることができました。 

 立派な看板製作をしてくれた美術部や、会場に花を添えてくれた華道部、玄関や会場装飾をしてくれたＩ組のみなさん、

体育館のイスや机を準備してくれた運動部の皆さん、緊張する開会式のオープニング宣言で会場を温めてくれた生徒会、

そしてこの文化祭のすべてを運営し成功させた実行委員のみなさん、本当にありがとうございました。 

 

 

 

１日目朝、班ごとに東向島駅を出発し、東京駅丸の内南口 

に参加者全員が無事に集合し、仙台行きの新幹線に乗り込み 

ました。東日本大震災から１３年。ちょうど２年生が生まれた 

ころに起こった未曽有の災害の跡や復興した姿を、映像ではな 

く生で見て、現地の人たちの『命を守るため』のさまざまな工 

夫を学んできました。 

 宿は松島海岸を高台から臨む絶好の景色でした。交通渋滞に 

よる時間ロスもみんなの協力でカバーしました。 

 ２日目は松島海岸を班行動。計画通りに名所を巡り、無事に 

成功させました。昼食後は日本三景の松島湾を船で周回したあ 

と、帰京の路につきました。 

 ２日間を通して、集団で動くということに配慮し、自分たちで時間を管理しながら、ルールを守って責任ある行動をと

ることができました。貴重な学びと、楽しい思い出とともに、自立への大きな第一歩になりました。 

 

 

 

【和太鼓部】墨田区立中学校連合学芸会(10/19) 

優 秀 賞  （演目） 疾風 天彦 秋霖 LAN 

【柔道部】 

第７０回東京都中学校新人柔道大会(10/20)       

  男子団体 第５位                                

先鋒 福田 航介(2)               第１２回東京都中学校新人体重別選手権大会（11/2） 

次鋒 酒井 景大(2)                  男子６６ｋｇ級   優 勝  酒井 景大(2) 

中堅 酒井 和麻(2)                 男子９０ｋｇ超級  第５位  大屋 翔平(2) 

副将 小島 候大(2)                                  

大将 大屋 翔平(2)               第３５回東京都中学校新人体重別柔道選手権大会(11/2)                        

補欠 福田 凌太(2)                    女子 第５位 加藤 詩乃(2) 

   松丸 陽生(2)                           北里 優衣(1) 


